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Level 1 

(1) 地球は太陽の周りを回っている。

□「地球は太陽の周りを回る」などの〈変わらない事実や真理〉を表す文では，現在形を用いるのが普通。 

(2) 子どもはよく風邪を引く。

□ この「子ども」は一般論なので，無冠詞複数形 childrenを用いる。 

(3) ケンはふだん自転車で通学している。

□「ふだん～している」とあるので〈現在の習慣〉だとわかる。よって現在形を用いる 1-1。× 進行形 is goingは不可。 

(4) 小学生の時，１年間東京に住んでいた。

□「小学生の時」という過去の時点のことなので，現在完了形ではなく過去形を用いる 7-2。 

(5) ホテルに着いたらメッセージを送ります。

□〈未来の事柄〉を表すのでwillを用いる。when節(副詞)ではwillを用いずに現在形で表す 27。× when I will get to ～ 

Level 3 

(1) 母はネットでよく映画を見ている。

□「よく～している」は〈現在の習慣〉を表すので，現在形で書く 1-1。   □「～をネットで見る」watch ～ online

(2) ペットの世話は簡単ではない。

□ 主語の動名詞(句)は３人称単数扱い 1-3 → isにする。 □「ペットの世話」は「ペットを世話すること」と日本語を補う。 

(3) ビニール袋が環境を破壊している。

□ この場合の「～している」は，話者の意図により，現在進行形(切迫感がある)または現在形(客観的に一般論として)， 

または現在完了形(過去から現在まで影響が続いている)で表せる。  □ 一般論なので無冠詞複数形の plastic bagsを用いる。 

□「環境」the environmentは，「地球や自然全体という，世界に１つしかない特定のもの」を指すため，theを用いる。 
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(4)  ここ数十年で我々の生き方は大きく変わった。 

                                                                                                                      

□「ここ数十年で～変わった」という現在に焦点がある完了・結果を表す場合は，過去形ではなく現在完了形を用いる 12。 

□「ここ数十年で」は〈in [over]＋期間〉を用いる。完了・結果を表す文では〈for＋期間〉は不可(継続を表す文なら可)。 

 

(5)  ロボットは私たちの生活をより便利にするだろう。 

                                                                                                                      

□〈未来に起こると予想される事柄〉を表すのでwillを用いる 9-1。   □「SはOを Cにする」は S make O C 592。 

□「より便利にする」→「より楽にする」と考えて，easy「楽な」の比較級を使う。日本語のとおり convenient「便利な」を

使ったり，comfortable「快適な」を使ったりしてもよい。convenient は「便利さや効率性」を強調，comfortable は「快適

さや心地のよさ」を強調する。make O Cの構文では，O＝Cの関係になる。our lives are easyという関係。 

 

 

 Level 4  Unit 1  

 

(1)  私が大学生のころ，アパート暮らしの友人が何人かいた。 

                                                                                                                      

                                                                                                                      

□ 過去の時点のことなので過去形を用いる。  □ my friends が複数形なので，apartments も複数にそろえるのが自然。 

□「アパート暮らしの友人が何人かいた」→「何人かの友人がアパートに住んでいた」と言いかえる。 

□「Vする人がいる〈一般論〉」は some people Vで表す。「～する友人が何人かいる」は some of my friends Vとなる。 

 

(2)  科学は，私たちの日常生活を安全で，便利なものにしてきた。 

                                                                                                                      

                                                                                                                      

□ 日常生活は元々ある程度安全で快適(≒便利)だったと考えられるので，比較級(saferとmore comfortable)を用いる。 

□「科学」は無冠詞単数形 science。   □「日常生活」daily lives  /  everyday lives  *１語の everydayは形容詞。 

  

(3)  兄は，毎日，駅前のスーパーでアルバイトしている。 

                                                                                                                      

                                                                                                                      

□「毎日～している」とあるので現在形を用いる 1-1。２語の every dayは副詞(主に動詞を修飾する)。 

□「アルバイトをする」はwork part-time  /  have a part-time job。前者の part-timeは副詞，後者は形容詞で jobを修飾。 

□「駅前」を in front of the stationとすると「(道などを挟まずに)駅の目の前」。across from ～ 731「～の向かい側に」 
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(4)  SNS上のコミュニケーションは，われわれの関係に変化をもたらした。 

                                                                                                                      

                                                                                                                      

□「SNS」は英語では social mediaと表す。 □「SNS上のコミュニケーション」→「SNS上でコミュニケーションを取ること」 

□「人間関係」relationships   □「Aに変化をもたらす」bring about changes in A 1042 

 

(5)  異常気象に対して直ちに行動を起こさなければ，私たちの生活環境がさらに悪化するだろうと 

予測する人もいる。 

                                                                                                                      

                                                                                                                      

                                                                                                                      

□ 長い文は節で区切ろう：主節「～と予測する人がいる」，従節 ①「私たちの～だろう」，従節 ②「異常気象に～なければ」。 

□「生活環境」→「環境」environment  * living environment「住環境」  □「SVと予測する」predict / expect (that) S＋V  

□「異常気象に対して」against extreme weather   

*address「(問題など)に対処する」を使って，「異常気象に対処するために」to address extreme weatherと言いかえ可。 

□「行動を起こす」take action 90-3 →「直ちに行動を起こす」take immediate action  /  take action immediately 

□ if we do not take actionは unless we take actionと言いかえ可。⚠ unless「～でなければ」26の後は否定文にしない。 

□「悪化する」はworsen  /  get worse。even worseで「(すでに悪いが)さらに悪い」。 
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